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 星茉奈佳 

 

 

【新年のご挨拶】 

皆さんこんにちは。文化政策学部、国際文化学科 4 年の星茉奈佳です。少し遅くなりました

が、新年、あけましておめでとうございます。日本には大寒波が到来し、例年と比べてかなり冷え

込んだり、大雪が降ったりしたそうですが、皆様はいかがお過ごしでしょうか。私は１月から色々動

き出そうと思っていたのですが、１月中旬に少し風邪をひいてしまったり、それによって計画して

いたことをうまく行動に移すことができなかったりと、思ったように動くことができない月になってし

まいました。２月は体調に気を付けて健康に過ごしたいと思います。皆様も体調にはお気をつけ

てお過ごしください。 

 

 

【勉強について】 

 体調を崩したことで少し計画がずれ込んでしまいましたが、２月からは語学学校とボローニャ大

学付属の CLA に通うことが現時点で決まっています。そのため勉強の様子を本格的にお伝え

できるのは来月になってしまうので、その点は大変申し訳なく思います。 

今月は語学学校に申し込んだ際にクラス分けのテストを受けました。友人にオススメしてもら

った語学学校だったので手続きなどはスムーズに終わりましたが、クラス分けのテストは少々難

しく、時制や動詞の変化形を求める問題が多い印象を受けました。時制に関しては少し勉強し

ていたつもりでしたが、動詞の変化形にはまだ慣れていなかったため、かなりミスをしてしまいま

した。しかしながら、自分の実力がどの程度で、何がわかっていないのかを久しぶりに実感でき

たことで身の引き締まる思いになりました。テストで分からなかったところをしっかり見直して、語

学学校に備えようと思います。 

 また、ルームメイトと会話をする以外にイタリア語のスキルを高めたいと思ったときは、自分が

持ってきた参考書でイタリア語を勉強すること以外に、動画配信サービスで見たいアニメや映

画を、イタリア語音声かイタリア語字幕にして視聴しています。これはルームメイトに教えてもらっ

た方法で、場所を問わずいつでもできるのでもっと早くから取り組むべきだったと思いました。実

際に出てきた感嘆詞や形容詞などは日常でも使えるものがあるので、意味を調べた後は実際

に会話するときに使うように意識しています。そして、出てきた単語は付箋に書き込み、壁に貼り

付けて日常的に目に入るようにしています。もちろんこれをメインの勉強法にしているわけでは

ありませんが、息抜きにも勉強にもなるのでここに記しておきます。 

 

 

 



 

【外出について】 

 イタリアでの年越しは留学している友人３人と一緒に過ごしました。作ってくれたお好み焼きを

食べながら２０２２年の振り返りと２０２３年の抱負を語った後、みんなでジャンプをして２０２３年を

迎えました。みんなの話を聞いて先に留学を始めた３人に追いつけ、追い越せで頑張りたいなと

思いました。 

 １月の頭には友人に誘ってもらい、ボローニャの IKEA と GRAN RENO に行きました。GRAN 

RENO は IKEA と隣接している商業施設で、一言で言うならば日本のイオンのような施設でした。

イタリアが舞台になっているお気に入りの漫画をイタリア語版で買うことができたので、これも

後々訳しながら読みたいです。行きと帰りはバスを使って移動しましたが、イタリアのバスは思っ

たよりスピードを出すのでかなり揺れて、車酔いをしました。 

 また、これも友人に誘ってもらい San Marino に行きました。サンマリノ神社と旧市街地を観光

しましたが、終始風が強く寒かったです。サンマリノ神社はヨーロッパ初の神社本庁が承認した

神社らしく、入口の看板や絵馬には日本語もたくさん見られました。自然に囲まれた閑静な場所

でお参りをして、心穏やかになった気分でした。旧市街地ではリベルタ広場や 3 つの塔などの観

光地を見て回りながら、サンマリノの絶景を楽しみました。神社には人がいませんでしたが、旧

市街地のほうは観光客も多く、人で賑わっていました。サンマリノのブランド物のショップがあった

り、入国記念にパスポートにスタンプを押してくれるところがあったりと、初めての観光でも長時

間楽しむことができました。 

 

【これからのこと】 

 ２月は語学学校と

CLA がスタートしま

す。体調を崩さ ず

に、今よりも気合を

入れて勉強に取り組

んでいきます。新し

いことが始まるので

慣れないことが続く

と思いますが、めげ

ずに頑張りたいと思

います。  

（左）サンマリノ神社とその場にいた黒猫 
（右）第 1 の塔から第 2の塔へと続く道 




